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領域1：東京工業大学機関リポジトリの構築

東京工業大学の機関リポジトリは研究担当理事・副学長を主査とする「情報基盤統括室」のもと，学術論文に代表される学内研究成果の一元的蓄積・

管理・発信を担うことを目的に，平成17年度から T2R2 (Tokyo Tech Research Repository) システムとして独自に開発を進め，平成19年8月に全学リリース
しました。平成21年度には「入力支援機能及び出力機能の強化」 「搭載コンテンツの拡充」 「全文ファイル公開作業の簡便化」 を図り，メタデータおよび全
文ファイルの登録数は順調に増加しています。

利 用 統 計学 内 体 制 システム概念図

● 大学管理のサーバによるデータの永久的な保存

● 学内他システムとの連携

- 学内研究者に関するDBを横断検索する“東京工業大学STARサーチ”

システムとの連携（予定）…

● 学内研究コンテンツの一元的な蓄積・管理・発信

● 研究者自身によるデータ登録を前提に，多様な「入力支援機能」と「登録データの活用手段」を提供

- PDFファイル／文献管理ソフトからのメタデータ取込み，学会サイトURLからの全文ファイル取得，研究者

単位での相互リンクによるデータの共有， Webサービスによる業績リスト生成，科学研究費申請書／報告

書生成，外部ページでの公開…

構築のコンセプト

メタデータ 170,242  件

全文ファイル 1,950  件

データ登録数

総登録数（～平成22年3月31日付）

平成21年度登録数

メタデータ 18,818  件

全文ファイル 623  件

アクセス数（～平成22年3月31日付）

外部公開ページトップ

87,819 件

外部公開ページ業績詳細画面

450,250 件

内部登録ページ

620,537 件
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T2R2利用の流れ
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メタデータ入力 / 全文ファイル取得支援機能の拡充（平成21年度 CSI委託事業経費による開発）

文献管理ツールや学会サイトからのデータ取込

学会サイトからの全文ファイル取得支援

全文ファイル公開判定機能の改善（管理者）

メタデータ・全文ファイル登録件数は着実に増加しています♪



コ ン テ ン ツの 拡 充 と 質 の 向 上・出 力 機 能 の 拡 充（平成２１年度 その他の開発機能）

http://t2r2.star.titech.ac.jp/

出 力 機 能 の 拡 充

学内組織が発行するテクニカルレポート登録

特許データについて，研究者がT2R2システムの

リンク機能を利用して各種の情報を追加

組織が発行するテクニカルレポートを一覧表示

科学研究費申請書・実績報告書・研究成果報告書

が容易に作成可能

“会議発表論文”で、外部公開サイトでは“会議開催
地の国内外”や“査読有無”の別により分けて表示

科研費に係る提出物のうち，研究業績に関する書
類については全てT2R2システムから出力可能！


